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を
開
始
し
た
医
師
か
ら
適
用

さ
れ
て
い
る
医
師
少
数
区
域

に
お
け
る
勤
務
経
験
を
求
め

る
地
域
医
療
支
援
病
院
の
管

理
者
要
件
の
対
象
病
院
を
、

今
後
医
師
免
許
を
取
得
す
る

医
師
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど

に
十
分
に
配
慮
し
た
上
で
、

公
的
・
公
立
病
院
に
も
拡
大

す
る
」
こ
と
に
併
せ
て
、
臨

床
研
修
医
へ
の
導
入
や
、
い

わ
ゆ
る
後
期
研
修
医
な
ど
の

若
手
医
師
の
研
修
で
、
医
師

少
数
地
域
で
の
研
修
期
間
を

延
ば
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
検
討

す
る
よ
う
要
請
。
そ
の
際
に

は
、
キ
ャ
リ
ア
を
積
め
る
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
工
夫
し
、

地
方
で
勤
務
し
た
い
と
い
う

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
と

し
た
。

（
２
）
医
師
少
数
地
域
の

開
業
支
援
等
に
つ
い
て
は
、

「
医
師
少
数
地
域
に
お
い
て

新
た
に
診
療
所
を
開
設
す
る

医
師
に
対
し
て
、
開
設
か
ら

一
定
期
間
の
資
金
支
援
策
を

創
設
す
る
と
と
も
に
、
医
師

少
数
地
域
で
働
く
医
師
（
勤

務
医
・
開
業
医
）
の
確
保
・

派
遣
を
強
化
す
る
」
こ
と
を

提
案
。
「
地
方
に
お
い
て
は

診
療
所
医
師
の
高
齢
化
に
よ

る
承
継
問
題
も
生
じ
て
い

る
」
と
し
て
、
承
継
面
で
の

支
援
も
必
要
に
な
る
と
指
摘

し
た
。

（
３
）
全
国
レ
ベ
ル
の
医

師
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
に
関
し

て
は
、
「
医
師
不
足
地
域
で

の
勤
務
を
希
望
す
る
医
師
に

対
し
、
リ
カ
レ
ン
ト
研
修
や

現
場
体
験
を
行
い
つ
つ
、
医

師
少
数
地
域
で
の
勤
務
を
全

国
的
に
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
仕

組
み
を
創
設
す
べ
き
」
と
す

る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
を

越
え
た
広
域
的
な
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
う
仕
組
み
の
一
例
と

し
て
、
日
本
医
師
会
が
委
託

を
受
け
て
い
る
「
女
性
医
師

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
活
用
を
挙
げ
た
。

（
４
）
保
険
診
療
実
績
要

件
に
つ
い
て
は
、
「
保
険
医

療
機
関
の
管
理
者
と
し
て
、

卒
後
一
定
期
間
の
保
険
診
療

実
績
の
要
件
を
加
え
、
保
険

診
療
の
質
を
高
め
る
べ
き
」

と
主
張
。
「
わ
が
国
は
世
界

に
冠
た
る
国
民
皆
保
険
制
度

を
有
し
て
お
り
、
医
師
に
な

っ
た
か
ら
に
は
、
一
定
期
間

は
保
険
医
療
機
関
で
保
険
医

と
し
て
、
あ
る
程
度
勤
務
を

し
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
が

あ
る
の
で
、
そ
こ
を
担
保
し

た
い
」
と
強
調
し
た
。

（
５
）
地
域
医
療
貢
献
の

枠
組
み
推
進
に
関
し
て
は
、

「
現
行
の
地
域
に
必
要
と
さ

れ
る
医
療
機
能
を
担
う
こ
と

へ
の
要
請
の
枠
組
み
を
制
度

化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
で

足
り
な
い
医
療

機
能
を
強
化

し
、
実
績
を
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

す
る
仕
組
み
を

導
入
す
べ
き
」

と
し
、
そ
の
具

体
例
と
し
て
、
現
在
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
示
さ
れ
て
い
る

「
外
来
医
師
多
数
区
域
に
お

い
て
新
規
開
設
を
希
望
す
る

者
に
、
地
域
で
不
足
す
る
医

療
機
能
を
担
う
こ
と
を
要
請

す
る
こ
と
」
の
制
度
化
を
挙

げ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
ニ

ー
ズ
の
例
に
関
し
て
は
、
日

本
医
師
会
が
こ

れ
ま
で
提
唱
し

て
き
た
「
地
域

に
根
差
し
た
医

師
の
活
動
」
に

つ
い
て
、
資
料

を
基
に
説
明
し

た
。更

に
、（
６
）

医
師
偏
在
対
策

基
金
の
創
設
に

つ
い
て
は
、「
医

師
偏
在
対
策
を

５
～
10
年
で
推

進
す
る
た
め
、

１
０
０
０
億
円

規
模
の
基
金
を

国
に
お
い
て
創

設
す
る
」
こ
と

を
提
言
し
た
。

ま
た
、
今
後

に
つ
い
て
は

「
未み

ぞ

う

曽
有
の
超

高
齢
・
人
口
減

少
社
会
を
迎
え

る
中
で
、
国
民

の
生
命
と
健
康

を
守
り
適
切
な

医
療
を
引
き
続

松
本
会
長
は
医
師
の
偏
在

に
つ
い
て
、
「
一
つ
の
手
段

で
解
決
す
る
よ
う
な
『
魔
法

の
杖
』
は
存
在
せ
ず
、
そ
の

解
決
の
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
駆
使
し
て
複
合
的

に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
年
末
に
掛
け

丁
寧
な
議
論
が
必
要
で
あ

る
」
と
主
張
し
て
き
た
こ
と

を
説
明
。
医
師
が
不
足
し
て

い
る
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け

る
と
と
も
に
、
国
に
よ
る
必

要
な
財
政
支
援
、
好
事
例
の

横
展
開
、
研
修
等
で
支
え
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
、
自
主

的
な
機
運
の
醸
成
や
働
き
や

す
い
環
境
の
整
備
等
が
必
要

で
あ
る
と
の
考
え
の
下
に
、

日
本
医
師
会
と
し
て
も
会
内

に
お
い
て
議
論
を
積
み
重
ね

て
き
た
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
松
本
会
長
は

医
師
の
偏
在
解
消
は
、
「
国

民
皆
保
険
制
度
を
堅
持
し
、

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
下
、
必

要
な
時
に
必
要
な
医
療
を
受

け
ら
れ
る
体
制
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
不
可
欠
な
取
り

組
み
で
あ
る
」
と
強
調
。
医

師
の
偏
在
解
消
策
を
考
え
る

に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
前
提

と
し
て
、「
医
師
多
数
区
域
・

少
数
区
域
と
い
っ
た
全
国
一

律
の
基
準
で
物
事
を
言
う
の

で
は
な
く
、
行
政
、
大
学
病

院
や
派
遣
す
る
病
院
、
医
師

会
、
医
療
関
係
団
体
、
住
民

の
協
議
等
を
踏
ま
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
今
何
が
足
り

な
い
の
か
、
ど
う
い
っ
た
と

こ
ろ
が
本
当
に
必
要
な
の
か

を
ま
ず
議
論
す
べ
き
で
あ

る
」
と
し
た
。

今
後
は
政
府
与
党
に
所
要

の
検
討
を
求
め
る

具
体
的
に
は
、
（
１
）
公

的
・
公
立
病
院
の
管
理
者
要

件
に
関
し
て
は
、
「
現
在
、

２
０
２
０
年
度
に
臨
床
研
修

き
提
供
し
て
い
く
た
め
、
日

本
医
師
会
で
は
、
六
つ
の
柱

か
ら
な
る
医
師
偏
在
対
策

を
、
国
に
対
し
て
検
討
会
等

で
要
望
・
提
言
し
た
い
」
と

述
べ
、
政
府
与
党
へ
も
所
要

の
検
討
を
求
め
た
。

来
年
度
予
算
編
成
に
お
け

る
基
金
創
設
を
要
求

そ
の
後
の
記
者
と
の
質
疑

に
お
い
て
松
本
会
長
は
、「
医

師
偏
在
の
解
消
は
一
朝
一
夕

に
い
く
も
の
で
は
な
い
が
、

若
手
の
医
師
に
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
事
に
な
る
。
そ
れ
を
支

え
る
た
め
に
も
早
期
に
基
金

を
創
設
し
、
経
済
的
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
付
け
る
こ
と
が

一
番
効
果
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
述
べ
、
来
年
度
の

予
算
編
成
に
お
け
る
基
金
創

設
を
要
求
。
ま
た
、
管
理
者

要
件
と
し
て
、
医
師
少
数
区

域
で
の
勤
務
経
験
を
全
て
の

医
療
機
関
に
広
げ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
「
ハ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
す
危
険
が
あ
り
、

ま
ず
は
今
回
の
対
応
で
経
過

を
見
る
べ
き
」
と
し
て
、
慎

重
な
姿
勢
を
示
し
た
。

医
師
偏
在
対
策
に
関
し
て

は
、
厚
生
労
働
省
も
８
月
30

日
付
で
「
近
未
来
健
康
活
躍

社
会
戦
略
」
の
一
部
と
し
て
、

医
師
偏
在
是
正
に
向
け
た
総

合
的
な
対
策
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
骨
子
案
を
公
表
。
更
に
、

武
見
敬
三
厚
労
大
臣
は
同
日

の
閣
議
後
の
記
者
会
見
で
、

自
ら
を
本
部
長
と
す
る
「
厚

生
労
働
省
医
師
偏
在
対
策
推

進
本
部
」を
省
内
に
設
置（
初

会
合
は
９
月
５
日
に
開
催
）

し
、
年
内
に
は
総
合
的
な
対

策
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
示
す
意

向
を
示
し
て
い
る
。

松本会長

　松本吉郎会長は8月21日の定例記者会見で、現時点にお
ける医師偏在に対する日本医師会の考え方を公表。都道府県
における議論とこれまでの取り組みは引き続き充実させてい
くことを前提として、六つの取り組み（下掲）を進めていく
ことを求めるとともに、日本医師会として、もう一段階ギア
を上げて、医師偏在対策に主体的かつ積極的に取り組み、地
域医療の強化につなげていく考えを示した。

医師偏在に対する日本医師会の考え方（令和6年8月21日）

（2）医師少数地域の開業支援等
医師少数地域において新たに診療所を開設する医師に対して、開設から一定期間の資金支援策を創設
するとともに、医師少数地域で働く医師（勤務医・開業医）の確保・派遣を強化する。

（3）全国レベルの医師マッチング支援
医師不足地域での勤務を希望する医師に対し、リカレント研修や現場体験を行いつつ、医師少数地域
での勤務を全国的にマッチングする仕組みを創設する。

（4）保険診療実績要件
保険医療機関の管理者として、卒後一定期間の保険診療実績の要件を加え、保険診療の質を高める。

（5）地域医療貢献の枠組み推進
現行の地域に必要とされる医療機能を担うことへの要請の枠組みを制度化し、地域で足りない医療機
能を強化し、実績をフォローアップする仕組みを導入する。

（6）医師偏在対策基金の創設
上記の施策を５～ 10年で推進するための1,000億円規模の基金を国において創設する。

（1）公的・公立病院の管理者要件
現在、2020年度に臨床研修を開始した医師から適用されている医師少数区域勤務経験を求める地域
医療支援病院の管理者要件の対象病院を、今後医師免許を取得する医師のキャリア形成などに十分に
配慮した上で、公的・公立病院にも拡大する。
臨床研修医への導入や、いわゆる後期研修医などの若手医師の研修で、医師少数地域での研修期間を
延ばすプログラムも検討する。
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松
本
吉
郎
会
長
は
８
月
21

日
、
渡
辺
弘
司
、
坂
本
泰
三

両
常
任
理
事
と
共
に
文
部
科

学
省
を
訪
れ
、
学
校
保
健
の

更
な
る
充
実
に
関
す
る
要
望

書
の
他
、
会
内
の
令
和
４
・

５
年
度
学
校
保
健
委
員
会
の

答
申
や
、
同
委
員
会
が
作
成

し
た
冊
子
『
学
校
医
の
す
す

め
』
な
ど
を
盛
山
正
仁
文
科

大
臣
に
提
出
し
た
。

会
談
で
は
ま
ず
、
松
本
会

長
が
要
望
書
の
趣
旨
を
説

明
。
わ
が
国
の
将
来
を
担
う

子
ど
も
達
の
健
康
を
増
進
す

る
学
校
保
健
の
重
要
性
を
踏

ま
え
、
（
１
）
学
校
健
康
診

断
の
在
り
方
に
関
す
る
検

討
、（
２
）
健
康
教
育
の
推
進
、

（
３
）
教
師
の
働
き
方
改
革

推
進
と
教
育
の
質
向
上

─

に
関
す
る
提
案
・
要
望
を
行

っ
た
。

具
体
的
に
は
、（
１
）
で
は
、

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
健
診

項
目
は
社
会
的
状
況
に
見
合

っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
か

検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
健
診

を
行
う
意
義
を
明
確
に
す
る

こ
と
を
提
案
し
た
。

（
２
）
で
は
、
児
童
生
徒

が
将
来
に
わ
た
っ
て
健
康
を

意
識
し
た
行
動
を
取
れ
る
よ

う
、
次
期
学
習
指
導
要
領
と

解
説
を
人
生
１
０
０
年
時
代

に
お
け
る
健
康
リ
テ
ラ
シ
ー

の
向
上
の
観
点
か
ら
改
め
て

整
理
す
る
と
と
も
に
、
管
理

職
を
含
む
関
係
教
員
の
研
修

機
会
の
充
実
や
、
学
校
医
等

の
外
部
講
師
の
活
用
に
係
る

予
算
の
確
保
の
検
討
を
求
め

盛山文科大臣に
 学校保健の更なる充実に関する要望書を
                                                 提出

日
本
医
師
会

外
在
校
等
時
間
、
教
師
の
健

康
状
態
を
見
つ
つ
、
継
続
的

か
つ
確
実
に
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
と
し
た
上
で
、
そ
の

改
革
は
、
子
ど
も
の
将
来
の

た
め
、
教
育
の
質
向
上
に
資

す
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
求

め
た
。

ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
、

学
校
現
場
の
教
職
員
の
処
遇

や
定
数
の
大
幅
な
改
善
ば
か

り
で
な
く
、
教
員
養
成
系
大

学
の
教
職
員
や
、
国
や
地
方

自
治
体
に
お
い
て
教
育
行
政

に
携
わ
る
公
務
員
な
ど
教
育

に
関
わ
る
人
員
の
抜
本
的
拡

充
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、

大
き
く
踏
み
込
ん
だ
施
策
を

実
行
す
る
た
め
の
予
算
の
確

保
が
不
可
欠
に
な
る
と
強
調

し
た
。

松
本
会
長
の
説
明
後
、
中

央
教
育
審
議
会
の
委
員
で
も

あ
る
渡
辺
常
任
理
事
が
補
足

説
明
を
行
い
、
昨
今
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
健
診
時

の
脱
衣
の
問
題
に
関
し
て
、

「
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
は
あ

る
も
の
の
、
国
が
基
本
的
な

考
え
方
を
明
確
に
示
し
、
認

識
の
共
有
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
指
摘
。

更
に
、
「
教
員
の
働
き
方

改
革
に
つ
い
て
は
、
教
員
が

元
気
で
な
け
れ
ば
子
ど
も
達

に
よ
り
良
い
教
育
を
行
う
の

は
難
し
い
」
と
の
見
方
を
示

し
、
今
後
は
、
教
員
の
休
職

率
の
改
善
な
ど
目
に
見
え
る

成
果
が
求
め
ら
れ
る
と
し
た
。

ま
た
、
坂
本
常
任
理
事
は
、

労
働
安
全
衛
生
法
で
選
任
義

務
の
な
い
小
規
模
の
学
校
を

　令和 6年 8月21日
文部科学大臣
　盛山正仁先生
	 日本医師会
	 会長　松本吉郎

学校保健の更なる充実のための提言と要望
　貴職におかれましては、わが国の将来を担う子ども達の健康を増進
する学校保健の重要性を踏まえ、下記についてお力添えを賜りますよう
お願い申し上げます。

記

1．学校健康診断の在り方に関する検討
　現在実施されている健診項目は社会的状況に見合ったものとなって
いるか、それぞれの項目について健診を行う意義を明確にするとともに、
ご検討下さるようお願い申し上げます。

2．健康教育の推進
　現在学校では鋭意健康教育に取り組まれていますが、児童生徒が
将来にわたって健康を意識した行動を取れるよう、次期の学習指導要
領と解説は、人生100年時代における健康リテラシーの向上の観点
から改めて整理頂くとともに、管理職を含む関係教員の研修機会の充
実や、学校医等の外部講師の活用に係る予算の確保につき、ご検討
下さるようお願い申し上げます。

3．教師の働き方改革推進と教育の質向上
　教師の働き方改革は、具体的施策の実施状況、時間外在校等時間、
教師の健康状態を見つつ、継続的かつ確実に推進する必要がありま
す。更にその改革は、子どもの将来のため、教育の質向上に資するも
のであるべきです。
　そのためには、学校現場の教職員の処遇や定数の大幅な改善はも
ちろん、教員養成系大学の教職員や、国や地方自治体において教育
行政に携わる公務員など教育に関わる人員の抜本的拡充、また必要
なインフラ整備など、大きく踏み込んだ施策実行のための予算の確保
が不可欠です。

以上

た
。

（
３
）
で
は
、
教
師
の
働

き
方
改
革
に
つ
い
て
、
具
体

的
施
策
の
実
施
状
況
、
時
間

始
め
、
学
校
で
は
産
業
医
を

置
く
こ
と
が
難
し
い
現
状
を

紹
介
し
、
産
業
医
配
置
の
た

め
の
補
助
等
を
求
め
た
。

こ
れ
ら
の
要
望
に
対
し
て

盛
山
文
科
大
臣
は
一
定
の
理

解
を
示
し
、
健
診
の
項
目
や

時
期
等
に
つ
い
て
は
、
時
代

に
合
わ
せ
た
見
直
し
が
必
要

と
し
て
、
厚
生
労
働
省
等
関

係
省
庁
と
連
携
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
と
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
際
に
は
実
施
す
る

側
の
負
担
軽
減
も
図
っ
て
い

く
必
要
性
も
あ
る
と
し
た
。

ま
た
、
教
員
の
働
き
方
改

革
に
関
し
て
は
、
現
在
働
い

て
い
る
教
員
の
心
身
の
健
康

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
教
員

を
志
望
す
る
人
に
つ
い
て

も
、
労
働
環
境
を
理
由
に
採

用
試
験
を
敬
遠
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
対
応
を
進
め

て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

左から坂本常任理事、盛山文科大臣、松本会長、渡辺常任理事

お願いお願い

　日本医師会のLINE公式アカウン
トへの友だち追加をお願いします。

友だち追加は
こちらから

ベースアップ評価料算定のご検討を！！
─届出様式が簡素化されました─

※ただし、従来の様式で準備をしている場合はそのまま届け出ることも可能

詳しくは厚生労働省ベースアップ評価料特設ページ（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000188411_00053.html）等をご確認願います。

　令和6年度診療報酬改定で新設された「ベースアップ評価料」の届出様式がこのほど、簡素化されました。まだ届出をされていない
医療機関は、ぜひ、この機会に算定のご検討をお願いいたします。
主な変更点
◉診療所・病院の「賃金改善計画書」のベア評価料対象外職種の基本給等に係る事項で、給与総額の記載項目が削除された。
◉診療所の「賃金改善計画書」の基本給等に係る事項で、職種グループ別の記載項目が削除された。
◉外来・在宅ベア評価料Ⅱを算定しない診療所の「賃金引き上げ計画書作成のための計算シート」について、届け出種別欄が削除されるとともに、
届け出を行う月の記載方法も簡略化された。



（3）第1511号 日 医 ニ ュ ー ス 〔第3種郵便物認可〕令和6年9月20日

訃
　
報

■
中
島
雪
夫
氏
（
元
島
根
県

医
師
会
長
／
元
日
本
医
師
会

理
事
・
監
事
）

８
月
13
日
死
去
、
１
０
０

歳
。
通
夜
が
８
月
17
日
、
葬

儀
が
18
日
に
島
根
県
松
江
市

内
で
、
近
親
者
の
み
に
て
執

り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は
ご
令

息
、
健
二
様
。

氏
は
大
正
13
年
生
ま
れ
。

昭
和
30
年
大
阪
医
科
大
学
大

学
院
中
退
。
昭
和
35
年
中
島

耳
鼻
咽
喉
科
医
院
開
業
（
現

在
は
閉
院
）。

平
成
14
年
４
月
か
ら
平
成

20
年
３
月
ま
で
島
根
県
医
師

会
長
を
３
期
務
め
た
。

ま
た
、
平
成
12
年
４
月
か

ら
平
成
14
年
３
月
ま
で
日
本

医
師
会
監
事
を
、
平
成
16
年

４
月
か
ら
平
成
18
年
３
月
ま

で
日
本
医
師
会
理
事
を
そ
れ

ぞ
れ
務
め
た
。

令和7年度 医療に関する税制要望
令和6年8月 

公益社団法人日本医師会

1.	 	社会保険診療等に係る消費税制度の見直し
	 	社会保険診療等に係る消費税について、診療所においては非課税のまま診療報酬上の補てんを
継続しつつ、病院においては軽減税率による課税取引に改めること

─消費税─

2.	 	医業承継時の相続・贈与に関する税制措置
	 （1）	医療における法人の新たなあり方の検討
	 （2）	医療法人の出資の評価方法の改善
	 （3）	基金拠出型医療法人における負担軽減措置の創設等
	 （4）	認定医療法人制度に係る税制措置の拡充
	 （5）	出資額限度法人の持分の相続税・贈与税課税の改善

─相続税・贈与税・所得税─

3.	 	医療機関に対する事業税特例措置の存続
	 （1）	社会保険診療報酬に係る事業税非課税措置の存続
	 （2）	医療法人の社会保険診療報酬以外の部分に係る事業税軽減措置について地域医療の確保を

図る趣旨に沿って存続
─事業税─

4.	 	医療機関の強靭化を支援するための税制措置
	 （1）	医療機関が地域の防災に資するよう耐震構造建物、防災構造施設、防災用設備等に係る	

税制上の特例措置創設
	 （2）	病院・診療所用建物の耐用年数の短縮
	 （3）	医療機関における医療DXへの対応及び省エネルギー化に資する設備投資等について、即

時償却又は税額控除（10%）を選択適用できる措置を講ずること
	 （4）	医療用機器等の特別償却制度について、中小企業経営強化税制と同等の措置が受けられる

よう、以下の措置を講ずるとともに適用期限を延長すること
	 　　①	医療用機器の特別償却制度について、適用対象となる取得価額を160万円に引き下げ、

10%の税額控除又は即時償却の選択適用
	 　　②	勤務時間短縮用設備等の特別償却制度について、税額控除の導入、特別償却率の引き上

げの措置
	 （5）	中小企業投資促進税制の適用期限を延長すること

─所得税・法人税・固定資産税・不動産取得税─

5.	 	地域医療構想の実現に資する設備に関する税制措置
	 	構想適合病院用建物等の特別償却制度について、税額控除の導入、特別償却率の引き上げの措
置を講ずるとともに適用期限を延長すること

─所得税・法人税─

6.	 	医療機関が取得する償却資産に係る固定資産税についての所要の税制措置
	 （1）	医療機関における医療DXへの対応及び省エネルギー化に資する設備投資について、一定

期間の固定資産税の非課税措置を講ずること
	 （2）	生産性向上や賃上げに資する中小企業の設備投資に関する固定資産税の特例措置について

医療法人等の非営利法人を適用対象に加えるとともに適用期限を延長すること
─固定資産税─

7.	 	社会保険診療報酬の所得計算の特例措置存続
─所得税・法人税─

8.	 	公益法人等に関する所要の税制措置
	 （1）	医師会について	

開放型病院等の法人税非課税措置の拡充、開放型病院等の固定資産税等非課税措置の恒久化、	
その他の措置

	 （2）	一定の医療保健業を行う非営利型法人等に係る固定資産税等軽減措置及び公益目的事業と
して行う医療保健業に係る固定資産税等軽減措置

	 （3）	社会医療法人・認定医療法人・開放型病院等の認定要件等における補助金収入の取扱いの
見直し

	 （4）	社会医療法人・認定医療法人・開放型病院等の認定要件等における保険外併用療養費に	
係る収入の取扱いの見直し

─法人税・相続税・贈与税・固定資産税・不動産取得税・登録免許税─

9.	 	消費税インボイス制度における免税事業者等からの仕入に係る経過措置の延長
─消費税─

10.		賃上げ促進税制における税額控除上限の引き上げ
─所得税・法人税─

宮
川
政
昭
常
任
理
事
は
８

月
28
日
の
定
例
記
者
会
見

で
、
日
本
医
師
会
が
こ
の
ほ

ど
取
り
ま
と
め
た
「
令
和
７

年
度
医
療
に
関
す
る
税
制
要

望
」
の
内
容
を
説
明
し
た
。

本
要
望
は
、
日
本
医
師
会

医
業
税
制
検
討
委
員
会
で
検

討
が
行
わ
れ
、
８
月
６
日
に

開
催
さ
れ
た
令
和
６
年
度
第

14
回
常
任
理
事
会
に
お
い
て

決
定
し
た
も
の
で
、
左
掲
の

10
項
目
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
る
。

同
常
任
理
事
は
、
ま
ず
、 

１
．
社
会
保
険
診
療
等
に
係

る
消
費
税
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て
、「
診
療
所
に
お
い
て

は
非
課
税
の
ま
ま
診
療
報
酬

上
の
補
て
ん
を
継
続
し
、
病

院
に
お
い
て
は
軽
減
税
率
に

よ
る
課
税
取
引
に
改
め
る
」

と
い
う
昨
年
度
と
同
じ
内
容

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
。

２
．
医
業
承
継
時
の
相

続
・
贈
与
に
関
す
る
税
制
措

置
に
つ
い
て
は
、
医
療
法
人

の
出
資
の
評
価
に
関
し
て
、

「
持
分
の
あ
る
医
療
法
人
」

の
永
続
性
が
保
証
さ
れ
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ

て
評
価
の
引
き
下
げ
を
行
う

べ
き
で
あ
る
と
し
た
他
、
基

金
拠
出
型
医
療
法
人
、
認
定

医
療
法
人
、
出
資
額
限
度
法

人
に
関
し
て
は
「
例
年
ど
お

り
の
措
置
を
求
め
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

ま
た
、
３
．
医
療
機
関
に

対
す
る
事
業
税
特
例
措
置
の

存
続
で
は
、
「
社
会
保
険
診

療
報
酬
に
係
る
事
業
税
非
課

税
措
置
の
存
続
」
「
医
療
法

人
の
社
会
保
険
診
療
報
酬
以

外
の
部
分
に
係
る
事
業
税
軽

減
措
置
の
存
続
」
を
、
４
．

医
療
機
関
の
強

き
ょ
う
じ
ん靭

化
を
支
援

す
る
た
め
の
税
制
措
置
で

は
、
地
域
の
防
災
に
資
す
る

設
備
投
資
へ
の
税
制
措
置

（
特
別
償
却
や
税
額
控
除
な

ど
）
の
創
設
、
医
療
用
機
器

等
の
特
別
償
却
の
延
長
・
拡

充
、
そ
の
他
を
要
望
し
て
い

る
と
し
た
。

５
．
地
域
医
療
構
想
に
適

合
す
る
病
院
用
建
物
等
の
特

別
償
却
制
度
に
つ
い
て
は
そ

の
延
長
と
拡
充
を
求
め
る
と

と
も
に
、
６
．
医
療
機
関
が

取
得
す
る
償
却
資
産
に
係
る

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
所

要
の
税
制
措
置
を
要
望
す
る

と
説
明
。
７
．
社
会
保
険
診

療
報
酬
の
所
得
計
算
の
特
例

措
置
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
存
続
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
概
説
し
た
。

８
．
公
益
法
人
等
に
関
す

る
所
要
の
税
制
措
置
と
し
て

は
、
「
社
会
医
療
法
人
等
の

『
収
入
要
件
』
に
つ
い
て
、

補
助
金
収
入
の
取
扱
い
の
見

直
し
や
保
険
外
併
用
療
養
費

に
係
る
収
入
の
取
扱
い
の
見

直
し
を
求
め
て
い
る
」
と
述

べ
た
。

そ
の
他
、
９
．
消
費
税
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
に
お
け
る
免

税
事
業
者
等
か
ら
の
仕
入
に

係
る
経
過
措
置
に
つ
い
て
は
、

８
割
控
除
が
で
き
る
期
間
の

大
幅
な
延
長
を
、更
に
、
10
．

賃
上
げ
促
進
税
制
に
お
け
る

税
額
控
除
上
限
に
つ
い
て
は
、

上
限
が
「
当
期
の
法
人
税
額

等
の
20
％
」
で
は
、
病
院
の

よ
う
に
人
件
費
率
が
高
く
利

益
率
が
低
い
業
態
で
は
控
除

し
き
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
引

き
上
げ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
新
規

に
要
望
し
て
い
る
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
同
常
任
理
事

は
本
要
望
を
８
月
21
日
に
厚

生
労
働
省
へ
提
出
し
た
こ
と

を
報
告
し
、
年
末
の
与
党
税
制

改
正
大
綱
の
決
定
に
向
け
て
、

こ
れ
ら
の
要
望
が
実
現
で
き

る
よ
う
、
政
府
与
党
を
始
め

関
係
各
方
面
に
働
き
掛
け
を

強
め
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

「
令
和
７
年
度
医
療
に
関
す
る
税
制
要
望
」

                                        

ま
と
ま
る

医師会会員情報システム  MAMIS
※都道府県医師会単位でMAMIS利用開始日は異なります。

詳しくは、MAMIS情報共有サイトをご覧下さい。

2024年9月1日時点の日本医師会会員の先生方を対象として9月末にMAMIS
ログイン情報のご案内はがきをお届けいたします。

https://member-sys.info/
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会
館
で
開
催
さ
れ
、
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学T.H.Chan

公
衆
衛

生
大
学
院
武
見
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
研
究
に
従
事
し
、
帰
国
し

た
フ
ェ
ロ
ー
か
ら
研
究
成
果

の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

報
告
会
に
は
、
日
本
医
師

会
役
員
、
日
本
製
薬
工
業
協

会
、
武
見
フ
ェ
ロ
ー
、
日
医

総
研
の
研
究
員
な
ど
、
約
50

名
が
参
加
し
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
松
本

吉
郎
会
長
は
、
武
見
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
長
年
に
わ
た
り
資
金

援
助
を
行
う
日
本
製

薬
工
業
協
会
に
対
し

て
感
謝
の
意
を
述
べ

た
上
で
、
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
国
際
的
に
も

高
い
評
価
を
得
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
62

カ
国
か
ら
３
３
０
名

の
フ
ェ
ロ
ー
が
参
加

し
、
素
晴
ら
し
い
成

果
を
上
げ
て
き
た
こ

と
を
強
調
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ

た
フ
ェ
ロ
ー
に
よ
る

報
告
で
は
、
吉
田
一

隆
弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研

究
科
社
会
医
学
講
座
特
任
助

教
が
「
孤
独
に
起
因
す
る
社

会
的
な
つ
な
が
り
と
社
会
的

処
方
の
国
際
比
較
」
と
題
し

て
、
日
本
人
と
ア
ラ
ブ
人
の

総
合
診
療
医
（
家
庭
医
）
と

看
護
師
を
対
象
に
、
高
齢
患

者
の
孤
独
に
関
す
る
態
度
・

知
識
・
行
動
を
調
査
し
た
結

果
を
報
告
し
た
。

ま
ず
、
睡
眠
障
害
や
体
重

の
増
減
、
そ
れ
に
伴
う
合
併

症
等
の
健
康
問
題
が
孤
独
に

2023～2024年度
        武見フェロー帰国報告会を開催

ハーバード大学T.H.Chan公衆衛生大学院

ア
ジ
ア
大
洋
州
医
師
会
連

合
（
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
）
第
38
回

総
会
が
８
月
24
～
26
日
ま

で
、
マ
ニ
ラ
（
フ

ィ
リ
ピ
ン
）
で

開
催
さ
れ
、

田
徹
副
会
長

〔
松
本
吉
郎
会

長
（
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ

Ｏ

理

事
）

代

理
〕
、
今
村
英

仁
常
任
理
事

（
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ

事

務

総

長
）
、

村
田
真
一
弁
護

士
（
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ

Ｏ
法
律
顧
問
）

が
出
席
し
た
。

参
加
は
12
医
師
会
（
日
本
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
香
港
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ネ
パ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾
、
タ

イ
）
で
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
世
界
医
師
会
（
Ｗ
Ｍ

Ａ
）
、
ア
ジ
ア
獣
医
師
会
連

合
（
Ｆ
Ａ
Ｖ
Ａ
）
が
参
加
し
、

参
加
者
総
数
は
約
70
名
で
あ

っ
た
。

１
日
目
の
理
事
会
で
は
、

今
村
常
任
理
事
が
事
務
総
長

報
告
を
行
っ
た
他
、
昨
年
度

の
議
事
録
承
認
、
総
会
前
に

事
前
に
協
議
の
上
、
合
意
し

て
い
た
定
款
施
行
細
則
の
改

訂
並
び
に
Ｆ
Ａ
Ｖ
Ａ
と
の
覚

書
締
結
に
つ
い
て
確
認
を
行

っ
た
。

総
会
式
典
は
、
今
村
常
任

理
事
の
進
行
の
下
、
ヘ
ク
タ

ー
・
Ｍ
・
サ
ン
ト
ス
・
ジ
ュ

ニ
ア 

フ
ィ
リ
ピ
ン
医
師
会

長
の
歓
迎
あ
い
さ
つ
、
テ
オ

ド
ロ
・
Ｊ
・
ヘ
ル
ボ
ー
サ 

フ
ィ
リ
ピ
ン
保
健
大
臣
の
来

賓
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
マ

リ
ア
・
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
・
Ｐ
・

カ
リ
マ
グ 

フ
ィ
リ
ピ
ン
医

師
会
前
会
長
が
第
41
代
Ｃ
Ｍ

Ａ
Ａ
Ｏ
会
長
（
２
０
２
４
─

２
０
２
５
年
）
に
就
任
し
た
。

ま
た
、
Ｗ
Ｍ
Ａ
と
世
界
獣

医
師
会
の
間
の
覚
書
と
同
様

に
、
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
と
Ｆ
Ａ
Ｖ

Ａ
が
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
下
、
協

力
し
合
う
こ
と
を
目
指
す
覚

書
を
締
結
す
る
調
印

式
が
行
わ
れ
、
カ
リ

マ
グ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
会

長
と
藏
内
勇
夫
Ｆ
Ａ

Ｖ
Ａ
会
長
が
署
名
を

行
っ
た
。

カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ

ー
ト
で
は
、
各
国
医
師
会
の

１
年
間
の
活
動
報
告
が
行
わ

れ
、
日
本
か
ら
は
今
村
常
任

理
事
が
日
本
の
社
会
保
障
制

度
、
地
域
医
療
、
震
災
対
応

等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

２
日
目
は
「
医
療
従
事
者

に
お
け
る
女
性
の
影
響
力
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
武
見
太

郎
記
念
講
演
と
各
国
医
師
会

に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

日
本
か
ら
は

田
副
会
長
が

男
女
別
の
医
師
数
の
推
移
、

働
く
女
性
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
、
日
本
医
師
会
女
性

医
師
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
な

ど
日
本
医
師
会
の
取
り
組
み

等
を
紹
介
し
た
。

３
日
目
の
総
会
で
は
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
医
師
会
に
よ
り
起

草
さ
れ
た
「
医
療
従
事
者
に

お
け
る
女
性
の
役
割
を
強
化

す
る
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
マ
ニ
ラ
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
た
。

ま
た
、
定
款
施
行
細
則
の

改
訂
に
よ
り
退
会
の
た
め
の

規
定
が
明
確
化
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
長
年
会
費
が
未
納

で
退
会
を
希
望
し
て
い
た
カ

ン
ボ
ジ
ア
医
師
会
、
マ
カ
オ

医
師
会
の
退
会
が
承
認
さ

れ
、
加
盟
医
師
会
数
は
16
と

な
っ
た
。

今
後
の
予
定
と
し
て
２
０

２
５
年
は
ネ
パ
ー
ル
医
師

会
、
２
０
２
６
年
は
韓
国
医

師
会
が
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
総
会
を

開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ア
ジ
ア
大
洋
州
医
師
会
連
合（
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
）

                                

マ
ニ
ラ
総
会
に
出
席

カリマグCMAAO新会長（中央）、
サントス フィリピン医師会長（右端）

２
０
２
３
～
２
０
２
４
年

度
武
見
フ
ェ
ロ
ー
帰
国
報
告

会
が
８
月
20
日
、
日
本
医
師

起
因
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
、
病
気
等
の
〝
原
因
の
原

因
〟
の
一
つ
に
孤
独
が
あ
る

と
指
摘
し
た
。

次
に
、
総
合
診
療
医
（
家

庭
医
）
と
看
護
師
が
患
者
を

孤
独
と
判
断
す
る
要
因
に
関

す
る
調
査
結
果
と
し
て
、
孤

独
を
評
価
す
る
感
度
は
、
総

合
診
療
医
（
家
庭
医
）
の
方

が
看
護
師
よ
り
も
高
く
、
過

小
評
価
（
孤
独
で
あ
る
こ
と

の
見
落
と
し
）
が
少
な
い
こ

と
な
ど
の
結
果
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
患
者
の
孤
独
と
患

者
の
家
族
と
の
関
連
性
に
つ

い
て
は
、
「
患
者
の
孤
独
と

家
族
の
不
確
実
性
の
チ
ェ
ッ

ク
ツ
ー
ル
」
を
作
成
し
調
査

を
行
い
、
家
族
が
低
収
入
で

あ
る
こ
と
が
、
患
者
が
孤
独

を
感
じ
る
要
因
で
あ
る
と
の

結
果
を
得
た
こ
と
を
報
告
し

た
。そ

の
上
で
、
吉
田
特
任
助

教
は
、
「
医
療
機
関
に
お
い

て
は
、
病
院
が
多
く
対
応
す

る
重
症
度
・
緊
急
度
が
高
い

事
例
、
診
療
所
が
多
く
対
応

す
る
心
理
・
社
会
の
要
素
が

強
い
事
例
、
ど
ち
ら
に
お
い

て
も
孤
独
が〝
原
因
の
原
因
〟

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
開
業
医
及
び
総
合
診
療

医
（
家
庭
医
）、
勤
務
医
の

間
で
情
報
を
共
有
し
、
一
緒

に
患
者
を
支
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
は
質
疑
応
答
に
続

い
て
、
今
村
英
仁
常
任
理
事

か
ら
、
現
在
、
２
０
２
５
～

２
０
２
６
年
度
の
武
見
フ
ェ

ロ
ー
を
募
集
中
で
あ
る
こ
と

が
紹
介
さ
れ
、
報
告
会
は
終

了
と
な
っ
た
。
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開設者である医療法人が損害賠償請求を受けた場合の備えは大丈夫ですか？
日医医賠責保険は会員個人を対象としているため、法人に対して損害賠償請求を受けた場合、保険金が支払われない場合があります。

日医医賠責特約保険では、開設者である医療法人に対して損害賠償請求がされた場合にも保険金支払い対象となります。

詳しくはこちら

加入を
おすすめする
Ａ会員

法人の責任部分の賠償にも備えたいＡ会員
非Ａ会員が起こした医療事故につき、開設者・管理者としての賠償にも備えたいＡ会員
高額賠償の支払い（１事故３億円、保険期間中９億円まで）に備えたいＡ会員

日医医賠責特約保険の内容・依頼書の入手については日本医師会ホームページをご覧下さい。 https://www.med.or.jp/doctor/ibaiseki/（上記２次元コードからもご覧頂けます）

日医医賠責保険の特色を継承し補完する日医Ａ会員の任意加入保険です
日医医賠責特約保険 中途加入のおすすめ

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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デジタル医師資格証は、
医師資格証（ カードまたはセカンド電子証明書）
をお持ちの方がご利用になれるアプリです。

医師資格証をまだ申請されていない方は、是非
お申し込みください。

・全国医師会研修管理システムで管理している講習会受講履歴と学習単位の表示
・電子処方箋発行のためのQRコード読取※お使いの電子処方箋システムがカードレス署名に対応している場合
・偽造防止策を施した医師資格証の券面情報の表示 など

【デジタル医師資格証でできること】

デデジジタタルル医医師師資資格格証証ととはは？？

医師資格証申込 検索

日本医師会が発行する
スマホで使える電子版の医師資格証です。
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２
０
２
４
年
４
月
か
ら
医

師
に
も
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
の
適
用
が
開
始
さ
れ
、

医
師
の
働
き
方
改
革
制
度
が

本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。

医
師
の
働
き
方
改
革
で
は

労
働
時
間
を
特
例
的
な
取
り

扱
い
と
す
る
医
師
や
医
療
機

関
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
特
例
水
準
と

な
ら
な
い
医
師
・
医
療
機
関

で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
Ａ
水
準

の
医
療
機
関
に
お
い
て
も
健

康
確
保
の
た
め
の
ル
ー
ル
や

兼
業
・
副
業
の
労
働
時
間
の

通
算
と
い
っ
た
も
の
は
、
水

特
別
寄
稿

医師の働き方改革から半年
「知って頂きたい2024年施行の医師の働き方改革
                            ～A水準の医療機関に向けて～」

全国社会保険労務士会連合会　働き方改革推進特別委員会
委員　社会保険労務士　小川美也子、浅見　浩

準
を
問
わ
ず
全
て
の
医
療
機

関
に
求
め
ら
れ
る
た
め
確
認

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

は
じ
め
に

医
療
機
関
は
医
師
の
時
間

外
労
働
の
上
限
時
間
等
に
よ

り
、
５
区
分
に
分
類
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
ご
と
に
新

し
い
労
務
管
理
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
５
区
分
の
う
ち
、

か
な
り
の
割
合
を
占
め
る
Ａ

水
準
適
用
の
医
療
機
関
で
あ

っ
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。そ

こ
で
Ａ
水
準
の
医
療
機

関
の
皆
様
に
向
け
て
、
再
確

認
項
目
を
ま
と
め
て
み
ま
し

た
。

１
．
労
働
時
間
の
適
正
な

管
理労

働
時
間
と
は
使
用
者
の

指
揮
命
令
下
に
置
か
れ
て
労

務
を
提
供
し
て
い
る
時
間
を

言
い
、
こ
の
労
働
時
間
を
適

切
に
管
理
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
で
は
職
員
の
労

働
時
間
管
理
に
つ
い
て
、
時

代
の
変
化
と
と
も
に
タ
イ
ム

レ
コ
ー
ダ
ー
や
勤
怠
シ
ス
テ

ム
等
を
使
用
し
た
Ｐ
Ｃ
で
の

労
働
時
間
管
理
が
主
流
に
な

り
つ
つ
あ
り
、
始
業
・
終
業

時
刻
の
管
理
、
残
業
時
間
等

の
管
理
支
払
い
に
つ
い
て
は

進
ん
で
き
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

し
か
し
、
医
師
に
つ
い
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
労
働

時
間
管
理
の
複
雑
さ
（
兼

業
・
副
業
、
自
己
研
鑽さ

ん

の
問

題
等
）
が
あ
る
た
め
か
、
取

り
残
さ
れ
て
い
る
職
種
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
、
い
ま
だ
印
鑑
の
出
勤
簿

と
い
う
と
こ
ろ
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
医
師
の
労
働
時

間
管
理
に
つ
い
て
、
少
な
く

と
も
把
握
す
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

２
．
兼
業
・
副
業
の
労
働

時
間
管
理

労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、

異
な
る
事
業
主
の
指
揮
命
令

下
で
働
い
た
場
合
、
通
算
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
主
た
る
勤
務
先
の
Ａ
医

療
機
関
と
、
従
た
る
勤
務
先

の
Ｂ
医
療
機
関
で
働
い
た
場

合
は
、
Ａ
と
Ｂ
が
合
算
さ
れ

て
、
個
人
の
労
働
時
間
と
な

り
ま
す
。
主
た
る
勤
務
先
で

は
９
６
０
時
間
以
内
の
時
間

外
労
働
で
あ
っ
て
も
、
合
算

す
る
と
９
６
０
時
間
を
超
え

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
場

合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

３
．
宿
日
直
許
可

宿
日
直
の
許
可
を
取
っ
た

医
療
機
関
で
、
宿
日
直
業
務

と
し
て
働
い
た
場
合
は
、
宿

日
直
業
務
自
体
が
労
働
時
間

で
は
な
い
た
め
、
主
た
る
医

療
機
関
の
労
働
時
間
に
通
算

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。た

だ
し
、
宿
日
直
業
務
の

途
中
で
、
通
常
業
務
と
同
程

度
の
業
務
を
行
っ
た
時
間
が

あ
る
場
合
、
そ
の
時
間
に
対

す
る
時
間
外
労
働
が
発
生

し
、
宿
日
直
手
当
と
は
別
に

時
間
外
手
当
等
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

留
意
が
必
要
で
す
。

４
．
自
己
研
鑽
の
取
り
扱
い

医
師
の
労
働
時
間
を
管
理

す
る
場
合
に
特
に
問
題
と
な

っ
て
い
る
の
が
、
自
己
研
鑽

の
時
間
で
す
。

自
己
研
鑽
を
労
働
時
間
か

否
か
で
考
え
た
場
合
、
業
務

上
必
須
の
自
己
研
鑽
で
あ
れ

ば
労
働
時
間
に
該
当
し
、
業

務
上
必
須
で
な
い
自
己
研
鑽

は
、
自
由
な
意
思
に
よ
る
自

己
研
鑽
と
し
て
、
原
則
、
労

働
時
間
に
当
た
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
業
務
に
付
随
す

る
自
己
研
鑽
が
所
定
労
働
時

間
外
に
行
わ
れ
た
場
合
は
、

時
間
外
労
働
と
し
て
通
算
さ

れ
、
時
間
外
手
当
を
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

５
．
Ａ
水
準
医
療
機
関
に

お
け
る
面
接
指
導

２
０
２
４
年
４
月
か
ら
、

時
間
外
・
休
日
労
働
が
月
１

０
０
時
間
以
上
と
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
医
師
全
員
に

対
し
て
、
新
し
い
面
接
指
導

が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
面
接
指
導
は
、
１
カ

月
の
時
間
外
・
休
日
労
働
が

１
０
０
時
間
に
達
す
る
ま
で

の
間
に
実
施
さ
れ
る
も
の

で
、
具
体
的
に
は
、
あ
る
程

度
の
疲
労
蓄
積
が
想
定
さ
れ

る
80
時
間
前
後
を
目
安
に
実

施
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
ま

す
。こ

れ
は
Ａ
水
準
医
療
機
関

で
も
同
様
に
実
施
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
Ａ
水

準
医
療
機
関
で
は
、
疲
労
の

蓄
積
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合

は
１
０
０
時
間
以
上
と
な
っ

た
後
、
遅
滞
な
く
実
施
す
る

こ
と
で
も
可
と
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
面
接
指
導
は
、
面
接

指
導
実
施
医
師
が
行
う
も
の

と
さ
れ
て
お
り
、
面
接
指
導

実
施
医
師
は
勤
務
す
る
医
療

機
関
の
管
理
者
で
な
い
こ
と

が
要
件
と
さ
れ
て
い
て
、
面

接
指
導
実
施
医
師
養
成
講
習

会
の
受
講
を
修
了
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

従
っ
て
、
Ａ
水
準
医
療
機

関
に
お
い
て
も
、
な
る
べ
く

管
理
者
を
除
く
複
数
の
医
師

に
面
接
指
導
医
師
養
成
講
習

会
を
受
講
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
面
接
指
導
実
施
後

に
は
、
健
康
確
保
措
置
に
つ

い
て
面
接
指
導
実
施
医
師
か

ら
意
見
を
聞
く
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
必
要
な
場
合
は
、

面
接
指
導
対
象
医
師
の
健
康

確
保
の
た
め
、
労
働
時
間
の

短
縮
、
宿
直
回
数
の
減
少
、

そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

既
述
の
必
要
な
面
接
指
導

を
実
施
し
な
か
っ
た
場
合
に

は
医
療
法
違
反
と
な
り
ま
す

の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

２
０
２
４
年
４
月
以
降
、
面

接
指
導
の
実
施
は
医
療
法
第

25
条
に
基
づ
く
立
入
検
査
の

確
認
項
目
と
な
っ
て
い
ま

す
。

６
．
医
療
法
第
25
条
に 

基
づ
く
立
入
検
査
の
内
容

２
０
２
４
年
４
月
か
ら
の

医
師
の
働
き
方
改
革
関
係
の

医
療
法
施
行
に
伴
い
、
医
療

法
第
25
条
に
基
づ
く
立
入
検

査
に
お
い
て
新
た
に
必
要
な

検
査
項
目
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。Ａ

水
準
医
療
機
関
に
つ
い

て
、
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
・
代
償
休
息
に
関
す
る
確

認
は
除
外
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
他
以
下
①
～
③
の

項
目
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
面
接
指
導
の
実
施
（
医

療
法
第
１
０
８
条
第
１
項
）

②
就
業
上
の
措
置
（
時
間

外
・
休
日
労
働
１
０
０
時
間

以
上
の
見
込
み
）
（
医
療
法

第
１
０
８
条
第
５
項
）

③
就
業
上
の
措
置
（
時
間

外
・
休
日
労
働
１
５
５
時
間

超
）
（
医
療
法
第
１
０
８
条

第
６
項
）

更
に
、
そ
の
際
に
は
、
次

の
資
料
の
提
示
が
求
め
ら
れ

ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
整
備

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
直
近
１
年
間
に
お
け
る

月
別
の
時
間
外
・
休
日
労
働

時
間
数
が
１
０
０
時
間
以
上

と
な
っ
た
医
師
の
一
覧
（
既

述
の
②
も
同
じ
）、
長
時
間

労
働
医
師
面
接
指
導
結
果
及

び
意
見
書
、
面
接
指
導
実
施

医
師
養
成
講
習
会
の
修
了
証

書
②
措
置
の
要
否
や
措
置
の

内
容
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た

記
録③

直
近
１
年
間
に
お
け
る

月
別
の
時
間
外
・
休
日
労
働

時
間
数
が
１
５
５
時
間
超
と

な
っ
た
医
師
の
一
覧
・
労
働

時
間
短
縮
の
た
め
の
必
要
な

措
置
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た

記
録提

示
を
求
め
ら
れ
る
資
料

に
つ
い
て
は
、
立
入
検
査
を

実
施
す
る
機
関
に
よ
っ
て
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
立
入
検
査
を
実
施
す
る

機
関
の
指
示
に
基
づ
い
て
対

応
し
て
下
さ
い
。

お
わ
り
に

現
在
、
医
師
の
皆
様
の
お

か
げ
で
安
心
・
安
全
な
医
療

を
全
国
で
く
ま
な
く
受
診
で

き
る
医
療
提
供
体
制
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
安
心
・
安
全
な
医
療

を
今
後
も
持
続
可
能
な
も
の

と
す
る
た
め
に
も
、
「
医
師

の
健
康
確
保
」
と
「
地
域
医

療
体
制
の
確
保
」
を
両
輪
と

し
て
、
「
医
師
の
働
き
方
改

革
」
は
始
ま
っ
た
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
今
回
の
医
師
の

働
き
方
改
革
が
目
指
す
本
質

は
「
地
域
医
療
体
制
確
保
の

た
め
医
師
を
派
遣
す
る
」「
救

急
医
療
等
を
担
う
」「
臨
床
・

専
門
研
修
を
担
う
」
「
高
度

技
能
の
修
得
研
修
を
担
う
」

と
言
っ
た
特
例
水
準
の
医
療

機
関
ば
か
り
で
な
く
、
Ａ
水

準
の
医
療
機
関
で
あ
っ
て
も

当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
り
、

粘
り
強
く
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　「医療機関勤務環境評価セ
ンター」のホームページに
は、「評価受審に関する資料
集」や「医師の働き方改革に
関する法令・政省令等」など、
医療機関が受審する際に必
要な情報の他、「お問い合わ
せフォーム」も設けておりま
すので、ぜひ、ご活用下さい。

https://www.sites.google.
com/hyouka-center.med.or.jp/hyouka-
center/

「医療機関勤務環境評価センター」の
ホームページ

お知らせ

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）



日 医 ニ ュ ー ス 第1511号（6）令和6年9月20日〔第3種郵便物認可〕

書
籍
紹
介

◆
主
催
：
日
本
医
師
会

◆
後
援
：
厚
生
労
働
省
（
予

定
）
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
（
予
定
）

◆
日
時
：
〈
前
期
〉
11
月
３

日
（
日
）
・
４
日
（
月
・
祝
）

〈
後
期
〉
11
月
23
日
（
土
・

祝
）
・
24
日
（
日
）

◆
受
講
方
法
：
日
本
医
師
会

Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス
テ
ム
。
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
の
動
画
視
聴

に
よ
る
受
講
で
あ
り
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
で
は
な
い
こ
と
に

ご
注
意
下
さ
い
。
講
義
ご
と

に
、
受
講
ロ
グ
並
び
に
視
聴

コ
ー
ド
入
力
に
よ
り
出
席
確

認
を
行
い
ま
す
。

◆
受
講
資
格
：
認
定
健
康
ス

ポ
ー
ツ
医
を
希
望
す
る
医
師

◆
受
講
人
数
：
前
期
・
後
期

各
５
０
０
人

第
36
回
（
令
和
６
年
度
）

     

健
康
ス
ポ
ー
ツ
医
学
講
習
会

開
催
要
領

◆
受
講
料
：
前
期
・
後
期
そ

れ
ぞ
れ
日
本
医
師
会
員
は
１

０
０
０
０
円
（
税
込
）
、
非

会
員
は
１
８
０
０
０
円
（
税

込
）

◆
申
込
方
法
：
日
本
医
師
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.med.or.jp/doctor/

work/

）
を
参
照
の
上
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

願
い
ま
す
。

◆
申
込
締
切
：
前
期
は
10
月

24
日
（
木
）
、
後
期
は
11
月

14
日
（
木
）
。

た
だ
し
、
非
会
員
で
厚
労

大
臣
に
２
年
ご
と
の
届
け
出

の
な
い
医
師
は
、
前
期
は
10

月
17
日
（
木
）
、
後
期
は
11

月
７
日
（
木
）
。

◆
修
了
証
：「
日
本
医
師
会

Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス
テ
ム
」
に

ロ
グ
イ
ン
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ

イ
ル
の
修
了
証
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
頂
き
ま
す
。
前

期
・
後
期
共
に
各
２
日
間
を

部
分
的
に
受
講
す
る
こ
と

（
２
日
間
の
う
ち
１
日
、
半

日
、
遅
刻
、
早
退
等
）
は
認

め
ま
せ
ん
。

◆
認
定
医
申
請
：
前
期
と
後

期
の
両
方
を
修
了
し
た
方

は
、
日
本
医
師
会
認
定
健
康

ス
ポ
ー
ツ
医
の
申
請
が
で
き

ま
す
。

◆
講
習
内
容
：

〈
前
期
〉「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
概

論
」「
神
経
・
筋
の
運
動
生
理

と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
」「
呼

吸
・
循
環
系
の
運
動
生
理
と

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
」「
内
分

泌
・
代
謝
系
の
運
動
生
理
と

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
」「
運
動

と
栄
養
・
食
事
・
飲
料
」「
女

性
と
運
動
」「
発
育
期
と
運
動

-

小
児
科
系
」「
中
高
年
者
と

運
動-

内
科
系
」
「
発
育
期
と

運
動-

整
形
外
科
系
」
「
中
高

年
者
と
運
動-

整
形
外
科
系
」

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
運
動
」

「
運
動
の
た
め
の
メ
デ
ィ
カ

ル
チ
ェ
ッ
ク-

内
科
系
」
「
運

　日本医師会が後援している映画「はたらく細
胞」の完成を記念した日本医師会員限定の試写
会を、ワーナーブラザースジャパン並びに木下
グループのご厚意により、下記の要領で開催す
ることになりました。
　本映画は、人間の体内の細胞達を擬人化した
斬新な設定で話題を集め、テレビアニメ化もされ
たシリーズ累計発行部数1,000万部を超える大
人気同名漫画を実写映画化したもので、ある人
間親子の体内世界ではたらく、映画史上最＂小＂
の主人公─酸素を運ぶ赤血球、細菌と戦う白血
球、その他無数の細胞達の活躍と、その親子を
中心とする人間世界のドラマが並行して描かれ
た作品となっています。
　今回の試写会は12月13日より始まる全国ロ
ードショーに先立って行うものです。
　試写会への参加を希望される方は、下記の申
込フォームから必要事項を入力し、10月18日
（金）までに、お申し込み願います。
※�当選者の発表は、鑑賞券の発送をもって代えさせて頂きます。
※�鑑賞券1枚につき当選者ご本人のみ入場が可能です。
※�鑑賞券の転売・譲渡は認められません。
※�応募は一人1回に限らせて頂きます（複数回の応募は無効）。
※�席は自由席となっており、事前の予約はできません。
※�車いすの方は申込時に該当欄にチェックを入れて下さい。

開催日：11月14日（木）午後6時～（受付は午後5時～）
会場：日本医師会1階大講堂
申込フォーム：https://forms.gle/bV79yc6RVa81g3DB9
問い合わせ先：日本医師会広報課　 kouhou@po.med.or.jp

ようこそ！  笑って泣けてタメになる─はたらく細胞ワンダーランドへ！

映画「はたらく細胞」の試写会を
日本医師会館大講堂で開催

抽選で日本医師会員450名様を無料ご招待

動
の
た
め
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ

ェ
ッ
ク-

整
形
外
科
系
」

〈
後
期
〉「
運
動
と
内
科
的
障

害-

急
性
期
・
慢
性
期
」「
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
外
傷
と
障
害

（
１
）
上
肢
」「
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
外
傷
と
障
害
（
２
）
下

肢
」
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
外

傷
と
障
害
（
３
）
脊
椎
・
体

幹
」
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
外

傷
と
障
害
（
４
）
頭
部
」「
運

動
負
荷
試
験
と
運
動
処
方
の

基
本
」
「
運
動
療
法
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン-

内
科
系

疾
患
」
「
運
動
療
法
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン-

運
動
器

疾
患
」
「
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ

ン
グ
」
「
障
害
者
と
ス
ポ
ー

ツ
」「
保
健
指
導
」「
ス
ポ
ー

ツ
現
場
で
の
救
急
処
置　

整

形
外
科
系　

内
科
系
」

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
（
受
講

方
法
・
認
定
健
康
ス
ポ
ー
ツ

医
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
）
日
本
医
師
会
健
康
医
療

第
一
課
〔

03
─

３
９
４
２
─

６
１
３
８
（
直
）

ksss@

po.med.or.jp

〕

高
年
齢
労
働
者
の
た

め
の
転
倒
・
転
落
事

故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル

武
藤
芳
照　

他
編
著

近
年
、
高
年
齢
労
働
者
が

年
々
増
加
す
る
一
方
で
急
増

し
て
い
る
の
が
高
年
齢
労
働

者
に
よ
る
労
働
災
害
、
特
に

転
倒
・
転
落
事
故
で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
が
喫
緊
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
対

策
に
も
乗
り
出
し
て
い
る

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
公
表
さ
れ
た
提

言
の
中
に
お
い
て
は
、
非
常

に
多
く
の
中
心
静
脈
カ
テ
ー

テ
ル
法
（
以
下
、
Ｃ
Ｖ
Ｃ
）

に
関
連
す
る
死
亡
事
故
が
報

告
・
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、

中
で
も
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
下
穿

刺
の
技
術
に
原
因
の
一
部
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が

か
な
り
多
い
こ
と
が
分
か

る
。そ

う
い
っ
た
現
状
に
問
題

意
識
を
持
っ
た
著
者
が
、「
何

を
す
る
と
、
あ
る
い
は
何
を

し
な
い
と
失
敗
す
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
限
界
や
ピ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ル
が
あ
る
の
か
、『
う

ま
く
い
く
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
下

Ｃ
Ｖ
Ｃ
』
と
は
ど
ん
な
状
態

の
こ
と
か
」
を
提
示
し
た
の

が
本
書
で
あ
る
。

総
論
で
は
エ
コ
ー
ガ
イ
ド

下
穿
刺
の
基
本
を
押
さ
え
な

が
ら
、
６
種
類
の
手
法
に
つ

い
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
、
手
順
、

ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
と
ト
ラ
ブ

ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い

て
概
説
。
更
に
各
論
で
は
、

①
穿
刺
静
脈
の
特
徴
と
穿
刺

手
法
の
使
い
わ
け
②
症
例
・

状
況
と
手
法
の
使
い
わ
け
③

合
併
症
の
予
防
と
ト
ラ
ブ
ル

シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
④
ト
レ
ー

も
う
穿
刺
は
怖
く
な
い！

エ
コ
ー
ガ
イ
ド
下

Ｃ
Ｖ
Ｃ
完
全
マ
ス
タ
ー

渡
部　

修　

著

最
新
主
要
文
献
と
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
み
る

呼
吸
器
内
科
学
レ
ビ

ュ
ー2024- ’25

弦
間
昭
彦　

監
修

本
書
は
好
評
書
籍
の
改
訂

版
で
あ
る
。

制
作
に
当
た
っ
て
は
呼
吸

器
内
科
各
領
域
の
第
一
線
で

活
躍
す
る
医
師
を
執
筆
者
に

迎
え
、
国
内
・
国
外
の
優
れ

た
最
新
の
文
献
を
渉
猟
し
、

文
献
の
注
目
す
べ
き
点
や
印

象
等
を
整
理
す
る
と
と
も

に
、
執
筆
者
の
意
見
を
交
え

て
レ
ビ
ュ
ー
し
て
い
る
。

呼
吸
器
内
科
領
域
を
、「
呼

吸
器
感
染
症
」
「
全
身
性
疾

患
と
肺
病
変
」「
肺
腫
瘍
」「
新

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
肺
疾
患
」

医
療
へ
の
信
頼

Trust in M
edical 

C
are

河
田
真
智
子　

著

本
書
は
、
重
度
障
害
を
も

っ
て
生
ま
れ
て
き
た
娘
さ
ん

を
出
生
時
か
ら
36
年
間
絶
え

る
こ
と
な
く
撮
り
続
け
て
き

た
写
真
を
基
に
制
作
し
た
写

文
集
で
あ
る
。
36
年
間
、
娘

さ
ん
の
命
と
家
族
の
暮
ら
し

を
日
々
支
え
て
く
れ
た
医
療

へ
の
感
謝
を
伝
え
た
い
と
い

等
、
15
分
野
に
大
別
し
、
全

49
編
の
レ
ビ
ュ
ー
を
収
録
。

主
に
直
近
２
年
間
を
中
心
と

し
た
最
新
の
文
献
が
、
約
１

２
０
０
編
渉
猟
さ
れ
て
い

る
。各

レ
ビ
ュ
ー
の
冒
頭
に

は
、
「
最
近
の
研
究
動
向
と

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し
て
ポ

イ
ン
ト
が
ま
と
め
ら
れ
て
お

り
、
最
新
の
研
究
成
果
や
呼

吸
器
内
科
領
域
の
動
向
を
素

早
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る
。基

礎
研
究
手
法
や
呼
吸
器

診
療
技
術
の
進
歩
、
人
工
知

能
等
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
開
発

状
況
も
踏
ま
え
た
総
合
的
な

診
療
が
望
ま
れ
て
い
る
呼
吸

器
内
科
医
に
と
っ
て
、
本
書

は
「
呼
吸
器
学
全
般
の
最
新

エ
ビ
デ
ン
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
」
と
な
る
一
冊
と

言
え
る
。

定
価　

１
４
３
０
０
円
（
税

込
）

発
行　

総
合
医
学
社

ニ
ン
グ
・
ガ
イ
ダ
ン
ス

─

を
徹
底
的
に
解
説
し
て
い

る
。

定
価　

３
８
５
０
円
（
税
込
）

発
行　

日
本
医
事
新
報
社

う
著
者
の
強
い
思
い
か
ら
出

版
さ
れ
た
。

娘
さ
ん
の
生
き
た
軌
跡
を

残
す
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
著

者
の
写
真
記
録
で
は
あ
る

が
、
併
せ
て
、
娘
さ
ん
に
関

わ
っ
た
医
療
従
事
者
達
の
素

顔
を
写
し
と
ど
め
る
も
の
に

も
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
写
真
群
は
、
病

院
内
で
の
撮
影
禁
止
が
当
た

り
前
に
な
っ
た
今
、
二
度
と

撮
影
で
き
な
い
稀け

う有
な
記
録

に
も
な
っ
て
お
り
、
20
世
紀

末
か
ら
21
世
紀
初
頭
に
掛
け

て
の
日
本
の
医
療
状
況
を
見

る
上
で
も
大
変
貴
重
な
一
冊

と
言
え
る
。

定
価　

４
４
０
０
円（
税
込
）

発
行　

み
ず
の
わ
出
版

が
、
医
療
界
と
し
て
も
単
に

治
療
に
携
わ
る
だ
け
で
な

く
、
予
防
と
い
う
点
か
ら
関

わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

本
書
は
、
高
年
齢
労
働
者

が
巻
き
込
ま
れ
る
事
故
の
現

状
、
事
故
発
生
防
止
の
取
り

組
み
な
ど
、
幅
広
く
こ
の
問

題
を
見
つ
め
、
被
害
を
受
け

る
高
齢
者
を
少
し
で
も
減
ら

す
初
め
の
一
歩
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
企
画
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

特
に
産
業
医
に
と
っ
て

は
、
職
場
環
境
と
し
て
転

倒
・
転
落
事
故
が
発
生
す
る

よ
う
な
危
険
性
は
な
い
か
、

あ
る
い
は
事
前
に
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
を
考
え
る
上
で
、
参
考
と

な
る
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

定
価　

４
８
４
０
円（
税
込
）

発
行　

新
興
医
学
出
版
社

申込フォーム
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ホ
ッ
カ
イ
ダ
ー
へ
贈
ろ
う！

道
産
子
の
美
学

	

西
岡
　
健
吾

２
０
２
０
年
、
夏
休
み
を

利
用
し
て
斜
里
岳
ソ
ロ
登
山

を
計
画
し
た
時
の
こ
と
。
前

日
に
近
場
で
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ

し
、
翌
朝
登
山
口
に
向
か
っ

た
。
お
盆
時
期
で
登
山
口
に

は
た
く
さ
ん
の
車
が
置
い
て

あ
り
、
お
よ
そ
半
分
は
〝
わ

ナ
ン
バ
ー
〟
の
レ
ン
タ
カ
ー

で
、
コ
ロ
ナ
禍
最
初
の
夏
、

都
会
の
密
を
避
け
遠
く
か
ら

来
て
い
る
こ
と
を
想
像
し
た
。

登
山
開
始
し
て
５
分
、
同

じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
近
く
を
歩

い
て
い
た
、
背
の
高
い
男
性

２
人
組
に
あ
い
さ
つ
し
た
。

２
人
と
も
帽
子
に
マ
ス
ク
に

サ
ン
グ
ラ
ス
と
、
都
会
だ
と

物
騒
な
格
好
だ
が
、
晴
天
の

コ
ロ
ナ
禍
な
の
で
仕
方
な

い
。
最
初
は
軽
く
会
釈
程
度

で
「
地
元
の
方
で
す
か
？
」

と
聞
か
れ
た
の
で
「
え
え
ま

あ
、
一
応
道
産
子
で
す
」
と

答
え
た
。

聞
け
ば
２
人
組
は
、
会
社

の
夏
休
み
を
利
用
し
て
関
東

か
ら
自
家
用
車
と
フ
ェ
リ
ー

で
来
た
と
い
う
。
し
か
も
何

と
昨
日
旭
岳
に
登
り
、
そ
の

ま
ま
斜
里
岳
に
向
か
い
近
場

の
キ
ャ
ン
プ
場
泊
、
つ
ま
り

２
日
連
続
の
山
行
と
の
こ

と
。
２
人
と
も
20
代
後
半
と

の
こ
と
で
、
さ
す
が
若
く
て

元
気
で
あ
る
。
見
た
目
は
コ

ン
ビ
二
強
盗
風
だ
が
、
大
学

の
同
級
生
だ
と
い
う
２
人
組

の
会
話
内
容
が
、
端
的
に
言

っ
て
上
品
で
あ
り
、
我
々
口

わ
が
家
に
は
カ
ニ
ン
ヘ
ン

ダ
ッ
ク
ス
フ
ン
ド
の
レ
オ
君

が
い
る
。

６
歳
と
な
り
、
人
間
年
齢

に
換
算
す
れ
ば
40
歳
で
あ

る
。
私
は
33
歳
な
の
で
、
と

う
に
年
齢
は
越
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
甘
え
ん
坊
な
中

年
犬
は
、
寝
る
時
は
い
つ
も

一
緒
、
雨
風
が
強
い
時
に
は

震
え
な
が
ら
ず
っ
と
ひ
ざ
の

上
に
い
る
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
レ
オ
君
で
あ
る

が
、
社
会
性
を
学
ぶ
た
め
犬

の
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
。

超
小
型
犬
で
体
が
大
き
く

な
ら
な
い
た
め
、
い
つ
ま
で

経
っ
て
も
パ
ピ
ー
組
で
あ

る
。
幼
稚
園
の
先
生
に
よ
る

と
、
後
か
ら
入
園
し
た
後
輩

達
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り

進
級
し
て
い
く
が
、
自
分
は

な
ぜ
か
ず
っ
と
パ
ピ
ー
組
で

精
神
年
齢
未
熟
な
子
犬
と
ば

か
り
戯
れ
て
い
る
の
で
不
思

議
に
思
っ
て
い
る
そ
う
で
あ

る
。
し
か
し
そ
こ
は
先
輩
犬
。

し
っ
か
り
と
パ
ピ
ー
組
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
後
輩
の
教
育

を
行
っ
て
い
る
、
の
か
と
思

い
き
や
、
み
ん
な
が
お
気
に

入
り
の
先
生
の
ひ
ざ
の
上
を

独
占
し
、
自
分
の
場
所
と
言

わ
ん
ば
か
り
に
近
づ
い
て
く

る
他
の
子
犬
達
に
う
な
り
声

そ
の
昔
の
こ
と
で
あ
る
。

市
内
の
デ
パ
ー
ト
に
買
い
物

に
行
っ
た
際
、
別
館
で
開
か

れ
て
い
た
講
演
会
に
出
く
わ

し
た
。
県
の
栄
養
士
会
の
ボ

ス
と
お
ぼ
し
き
女
性
が
大
勢

の
主
婦
達
を
前
に
気
炎
を
あ

げ

て

い

た
。

い

や
、

〝
獅し

し

く

子
吼
し
て
い
た
〟
と
言

っ
た
ほ
う
が
ピ
ッ
タ
リ
か
。

「
皆
さ
ん
、
包
丁
を
手
放

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
！

」「
台

所
に
男
性
を
入
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
！

」
「
料
理
に
は
三

徳
（
得
）
あ
り
ま
す
！
　

一

つ
目
は
作
る
楽
し
み
、
二
つ

目
は
食
べ
る
楽
し
み
、
三
つ

目
は
愛
す
る
家
族
が
喜
ん
で

食
べ
て
く
れ
る
姿
を
見
れ
る

楽
し
み
で
す
。
そ
の
主
婦
の

特
権
を
自
ら
が
失
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
い
い
で
す
か
ー
、

皆
さ
ん
が
や
る
ん
で
す
よ

ー
」
。

歯
切
れ
の
良
い
講
話
は
、

料
理
が
単
な
る
家
事
労
働
で

は
な
く
生
命
力
の
再
賦ふ

か

つ活
作

用
、
つ
ま
り
は
命
の
充
電
を

も
併
せ
持
つ
こ
と
を
舌ぜ

っ
ぽ
う鋒

鋭

く
訴
え
て
い
た
。
主
婦
の
料

理
離
れ
が
始
ま
っ
た
こ
と
を

杞き

ゆ

う憂
し
て
の
啓
発
活
動
だ
っ

た
。時

は
流
れ
て
、
令
和
の
時

代
。
ふ
と
し
た
こ
と
で
、
江

戸
時
代
（
１
８
０
３
年
）
に

「
素
人
包
丁
」
と
い
う
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
の
料
理
書
（
全
３

冊
）
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
。
内
容
は
魚
料
理
、
汁
、

煮
物
、
田で

ん
が
く楽

、
精
進
料
理
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。

を
あ
げ
る
そ
う
だ
。
場
所
取

り
は
年
功
序
列
な
の
だ
ろ
う

か
。体

は
引
き
締
ま
っ
て
非
常

に
筋
肉
質
。
元
気
な
子
犬
達

と
走
り
回
る
の
は
中
年
の
健

康
維
持
に
一
役
買
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
家
に
帰
っ
て
く
る

時
に
は
へ
と
へ
と
で
バ
タ
ン

キ
ュ
ー
。
寝
顔
を
見
な
が
ら

日
々
充
実
し
て
い
る
の
だ
な

と
実
感
す
る
。
当
日
レ
オ
君

が
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い

た
の
か
が
記
載
さ
れ
て
い
る

幼
稚
園
日
誌
を
読
み
、
場
面

を
想
像
し
な
が
ら
酒
を
飲

む
。
私
の
癒
し
で
あ
る
。

適
度
な
運
動
を
す
る
、
若

い
環
境
に
身
を
置
く
と
い
う

長
生
き
の
秘ひ

け

つ訣
を
実
践
し
て

い
る
レ
オ
君
な
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
元
気
で
長
生
き
し
て

く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

で
、
こ
の
本
の
序
文
に
「
こ

の
書
は
百
姓
家
、
町
家
の
素

人
に
通
じ
、
日
用
手
料
理
の

頼
り
と
も
な
る
べ
き
か
と
、

献
立
の
品
々
を
分
か
ち
、
俄

に
わ
か

客
の
折
か
ら
台
所
の
友
と
も

な
る
べ
き
と
心
を
用
い
た
」

と
あ
る
（
ら
し
い
）
。
つ
ま

り
は
素
人
男
性
も
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
庶
民
の
家
庭
料
理

本
だ
っ
た
の
だ
。
こ
の
本
の

存
在
を
知
っ
て
、
が
ぜ
ん
私

自
身
も
料
理
を
し
て
み
よ
う

と
思
い
立
っ
た
。
あ
の
講
話

で
ず
っ
と
突
き
刺
さ
っ
て
い

た
〝
男
子
厨
房
に
入
ら
せ
ず
〟

の
心
の
刺
が
ス
ッ
ポ
リ
抜
け

落
ち
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
次
第
で
、
見

よ
う
見
ま
ね
で
恐
る
恐
る
手

料
理
か
ら
始
め
て
み
た
。
頻

度
は
週
に
数
回
。
お
手
本
は

言
わ
ず
と
知
れ
たYouTube

大

学
。

自

分

に

合

っ

た

YouTuber

が
先
生
だ
。
簡
単

料
理
に
徹
す
る
こ
と
が
基

本
。
調
理
器
具
は
小
型
の
圧

力
鍋
と
中
華
鍋
、
そ
れ
に
ス

キ
レ
ッ
ト
。
包
丁
は
出
刃
と

カ
ミ
ソ
リ
の
よ
う
に
研
ぎ
あ

げ
た
和
包
丁
。
こ
れ
で
２
年

も
し
た
ら
、
一
応
の
料
理
は

ど
う
に
か
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
得
意
料
理
は
豚
汁
と

筑
前
煮
、CoCo

壱
番
屋
に
も

負
け
な
い
（
？
）
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
。
梅
干
し
、
ラ
ッ
キ
ョ

ウ
、
酒
粕
漬
け
、
ぬ
か
漬
け

な
ど
の
保
存
食
も
こ
な
す
。

そ
し
て
最
近
に
な
っ
て
、

料
理
に
は
三
徳
（
得
）
以
上

の
効
用
が
あ
る
こ
と
に
気
が

付
い
た
。
列
挙
す
る
と
次
の

と
お
り
と
な
る
。

（
１
）
買
い
出
し
に
行
く
こ

と
で
食
品
の
種
類
、
価
格
、

変
動
な
ど
を
肌
身
で
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
医
者

業
は
つ
く
づ
く
世
間
知
ら
ず

だ
っ
た
と
思
い
知
ら
さ
れ

た
）
。

（
２
）
味
覚
が
鋭
く
な
り
、

と
に
か
く
お
い
し
く
感
じ
ら

れ
る
。
料
理
全
般
へ
の
興

味
・
関
心
が
高
ま
り
、
Ｔ
Ｖ

や
新
聞
の
料
理
番
組
や
記
事

も
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
３
）
心
療
内
科
外
来
は
女

性
の
患
者
さ
ん
が
多
い
の
で

料
理
を
共
通
の
話
題
と
し
て

提
供
し
や
す
い
。
不
登
校
、

引
き
こ
も
り
の
子
ど
も
達
に

は
（
せ
っ
か
く
在
宅
な
の
で
）

母
親
か
ら
料
理
を
習
う
機
会

に
で
き
る
し
、
自
信
（
自
己

効
力
感
）
の
醸
成
に
も
役
立

つ
。

（
４
）
こ
れ
が
大
事
な
の
だ

が
、
小
生
が
作
っ
た
料
理
を

細
君
が
（
決
し
て
細
く
は
な

い
の
だ
が
）、「
こ
れ
は
お
い

し
い
」
と
喜
ん
で
食
べ
て
く

れ
る
姿
を
見
る
時
の
満
足
感

が
、
更
な
る
や
る
気
と
元
気

を
生
ん
で
い
る
。
〝
本
人
だ

け
で
な
く
周
り
に
も
喜
ん
で

も
ら
え
る
〟、
こ
の
一
点
こ

そ
が
他
の
趣
味
と
大
き
く
違

っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

そ
し
て
今
、
あ
の
講
演
の

〝
女
帝
〟
の
言
葉
は
や
は
り

真
実
だ
っ
た
と
思
う
今
日
、

こ
の
頃
な
の
で
あ
る
。

門
前
の
小
僧　

習
わ
ぬ
経

を
読
む

さ
が
な
い
道
産
子
と
の
差
を

感
じ
た
。
私
も
年
齢
を
聞
か

れ
た
の
で
「
も
う
46
に
な
り

ま
す
。
子
ど
も
６
人
い
ま
す

が
全
員
山
登
り
は
絶
対
嫌
だ

と
」
と
答
え
る
と
「
え
ー
！
　

俺
ら
よ
り
ち
ょ
っ
と
上
く
ら

い
か
と
」
と
驚
か
れ
た
、
こ

と
に
気
を
良
く
し
た
わ
け
で

も
な
い
が
、
互
い
に
斜
里
岳

は
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
意

気
投
合
し
、
私
は
こ
の
２
人

組
と
一
緒
に
登
山
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

さ
て
、
斜
里
岳
は
登
り
と

下
り
で
別
ル
ー
ト
を
取
る
こ

と
が
可
能
で
、
し
か
も
ち
ょ

っ
と
し
た
渡と

し
ょ
う渉
（
沢
登
り
）

ル
ー
ト
も
あ
り
、
景
色
と
道

の
り
の
変
化
を
最
後
ま
で
楽

し
め
る
。
斜
里
岳
初
登
山
の

３
人
組
は
、
そ
れ
な
り
の
社

会
的
距
離
を
保
ち
つ
つ
、
私

が
道
を
間
違
え
て
迷
い
そ
う

に
な
っ
た
時
、
若
者
が
ス
マ

ホ
の
ナ
ビ
を
駆
使
し
て
正
し

い
道
に
戻
し
て
く
れ
た
り
、

途
中
若
者
の
１
人
が
頂
上
手

前
で
水
を
切
ら
し
、
軽
く
熱

中
症
気
味
だ
っ
た
の
で
、
私

の
水
を
分
け
て
あ
げ
た
り

と
、
お
互
い
に
助
け
合
い
な

が
ら
無
事
登
頂
を
果
た
し

た
。
下
り
で
は
、
一
人
登
山

だ
と
往
々
に
し
て
飽
き
が
き

て
、
心
の
中
で
自
問
自
答
し

な
が
ら
の
下
山
と
な
る
の
だ

が
、
若
者
の
「
自
分
が
い
か

に
北
海
道
を
愛
し
て
い
る

か
」
の
話
が
面
白
く
、
退
屈

せ
ず
歩
け
た
。

さ
て
ゴ
ー
ル
の
登
山
口
ま

で
あ
と
30
分
の
山
道
で
、
若

者
が
歩
き
ス
マ
ホ
で
周
辺
の

宿
を
検
索
し
て
い
た
。
本
州

の
人
は
歩
き
ス
マ
ホ
は
山
道

で
も
余
裕
な
の
か
と
感
心
し

た
が
、
若
者
は
「
さ
す
が
に

テ
ン
ト
泊
２
日
連
続
は
キ
ツ

イ
け
ど
、
お
盆
時
期
だ
か
ら

こ
の
辺
ど
こ
も
高
い
な
。
や

っ
ぱ
り
テ
ン
ト
に
す
る
か
」
。

そ
れ
を
聞
い
て
、
私
は
ひ
そ

か
に
決
心
し
た
。

そ
し
て
無
事
、
３
人
一
緒

に
登
山
口
に
到
着
し
た
。
こ

の
ご
時
勢
で
も
見
知
ら
ぬ
若

者
達
と
登
山
を
楽
し
め
た
こ

と
に
感
謝
し
、
３
人
で
記
念

写
真
を
撮
っ
た
。
そ
し
て
私

は
、
彼
ら
に
１
万
円
を
差
し

出
し
た
。
「
お
か
げ
で
楽
し

い
登
山
に
な
っ
た
か
ら
お
礼

で
す
。
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
足

し
に
し
て
く
だ
さ
い
。
２
日

連
続
の
登
山
で
疲
れ
て
る
か

ら
、
今
日
く
ら
い
は
ゆ
っ
く

り
ホ
テ
ル
で
休
み
な
さ
い
」

と
言
っ
て
、
恐
縮
す
る
彼
ら

に
強
引
に
手
渡
し
た
。

別
れ
際
に
、
彼
ら
の
愛
車

を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
筋
金

入
り
の
ホ
ッ
カ
イ
ダ
ー
で
あ

り
、
道
産
子
以
上
に
北
海
道

を
愛
し
憧
れ
て
い
る
こ
と
が

よ
く
分
か
る
車
だ
っ
た
。
せ

っ
か
く
な
の
で
最
後
に
連
絡

先
を
交
換
し
、
そ
の
う
ち
ま

た
一
緒
に
登
っ
て
み
た
い
と

も
一
瞬
思
っ
た
が
、や
め
た
。

お
金
を
渡
し
連
絡
先
ま
で
交

換
す
る
の
は
無
粋
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
北
海
道
を
愛
し

て
や
ま
な
い
自
分
達
に
、
名

も
知
ら
な
い
道
産
子
が
親
切

に
し
て
く
れ
た
、
そ
の
思
い

出
が
彼
ら
に
残
れ
ば
そ
れ
で

良
い
。
ホ
ッ
カ
イ
ダ
ー
へ
贈

る
、道
産
子
の
美
学
で
あ
る
。

�

（
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「医師会組織強化と勤務医」

勤務医委員会答申（その2）

　今号では本紙8月20日号に引き続き、勤務医
委員会（委員長：渡辺憲前鳥取県医師会長）が取
りまとめた答申の概要を紹介する（全文は日本医
師会ホームページ「メンバーズルーム」に掲載）。

勤
務
医
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
働
き
方
を 

支
援
す
る
医
師
会
の
取
り
組
み

１
．
医
師
の
研
修
・
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
お
け
る
医
師

会
の
積
極
的
関
与

勤
務
医
に
お
け
る
専
門
医

等
の
資
格
取
得
志
向
は
高
く
、

医
師
会
が
主
催
す
る
研
修
会

も
、
専
門
医
制
度
の
単
位
取

得
に
活
用
で
き
る
よ
う
配
慮

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

更
に
、
一
般
的
な
医
師
と
し

て
の
知
識
や
地
域
医
療
を
担

う
た
め
の
研
修
、
資
格
の
取

得
に
つ
い
て
も
医
師
会
の
主

体
的
関
与
が
求
め
ら
れ
る
。

医
師
会
が
主
催
す
る
研
修

会
の
利
点
は
、
（
１
）
所
属

す
る
機
関
横
断
的
、
も
し
く

は
専
門
領
域
を
超
え
た
内
容

の
研
修
会
の
主
催
、
（
２
）

多
職
種
や
関
係
行
政
機
関
も

協
働
す
る
地
域
を
挙
げ
て
の

情
報
共
有
と
研
修
の
場
の
提

供

─
が
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。
京
都
府
医
師
会
で
は
、

臨
床
研
修
屋
根
瓦
塾
の
他
、

「KMA.com

」
と
い
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
の
サ
イ
ト
を
設
け
、
学
術

コ
ン
テ
ン
ツ
等
を
提
供
し
て

い
る
。

ま
た
、
産
休
や
育
休
な
ど

の
制
度
に
つ
い
て
は
、
職
場

や
組
織
と
し
て
の
理
解
醸
成

や
支
援
が
求
め
ら
れ
る
が
、

京
都
府
医
師
会
の
「
妊
娠
に

際
し
職
場
の
み
ん
な
で
読
む

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
な
ど

は
、
有
用
性
が
期
待
さ
れ
る
。

医
局
に
所
属
し
な
い
医
師

は
、
医
局
が
担
っ
て
き
た
キ

ャ
リ
ア
形
成
等
に
お
け
る
支

援
が
受
け
ら
れ
な
い
他
、
就

職
や
転
職
の
際
に
は
斡あ

っ
せ
ん旋

業

者
を
活
用
し
て
お
り
、
医
療

機
関
に
は
多
額
の
費
用
負
担

が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、

定
年
に
伴
う
再
就
職
の
必
要

性
も
増
加
し
て
お
り
、
ド
ク

タ
ー
バ
ン
ク
機
能
の
更
な
る

充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

多
様
な
医
師
と
し
て
の
人

生
を
歩
む
勤
務
医
に
と
っ
て

の
医
局
に
代
わ
る
所
属
母
体

と
な
り
、
医
局
が
担
っ
て
き

た
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
の
支

援
を
医
師
会
が
提
供
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

２
．
医
師
の
働
き
方
改
革

へ
の
医
師
会
か
ら
の
支
援

の
あ
り
方

医
師
の
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
施
行
に
よ
り
、
救
急

医
療
を
担
う
大
学
病
院
、
公

的
病
院
等
や
、
産
婦
人
科
、

小
児
科
等
の
平
日
の
勤
務
体

制
が
滞
る
こ
と
が
危き

ぐ惧
さ
れ

て
い
る
。

各
都
道
府
県
医
師
会
で

は
、
医
療
勤
務
環
境
改
善
支

援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
勤
改

セ
ン
タ
ー
）
と
共
に
活
動
を

行
う
こ
と
で
成
果
を
上
げ
て

い
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
、

例
え
ば
富
山
県
で
は
勤
改
セ

ン
タ
ー
を
県
医
師
会
内
に
設

置
し
、
社
会
保
険
労
務
士
に

相
談
で
き
る
体
制
が
つ
く
ら

れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
般
市
民
に
対
し

て
医
師
の
働
き
方
改
革
の
必

要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
も
重
要
と
な
る
。

例
え
ば
北
海
道
医
師
会
に

よ
る
『
医
師
の
働
き
方
改
革

を
ご
存
じ
で
す
か
？
』
と
い

う
動
画
の
作
成
や
、
富
山
県

医
師
会
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る

「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
抑
制
を

目
的
と
し
た
ビ
デ
オ
の
作

成
、
岩
手
県
医
師
会
や
福
岡

県
医
師
会
に
お
け
る
ポ
ス
タ

ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
、
配
布
な
ど
は
そ
の
参
考

と
な
る
。

更
に
、
医
師
会
並
び
に
勤

改
セ
ン
タ
ー
が
医
療
機
関
へ

の
相
談
・
支
援
を
継
続
し
、

医
療
機
関
の
勤
務
環
境
を
検

証
し
て
い
く
こ
と
も
勤
務
医

の
健
康
を
守
る
上
で
重
要
で

あ
る
。

そ
し
て
、
何
よ
り
医
師
の

働
き
方
改
革
は
自
分
自
身
の

こ
と
で
あ
る
と
い
う
認
識
を

勤
務
医
に
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、
講
演
会
の
開
催
等
に
よ

り
医
師
会
は
情
報
や
知
識
を

啓
発
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
全
て
の
勤
務
医
へ
働
き

方
改
革
を
啓
発
す
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
鳥

取
県
医
師
会
の
取
り
組
み
は

一
つ
の
参
考
に
な
る
。

医
師
会
組
織
の
課
題

１
．
医
師
会
組
織
の
三
層

構
造
と
会
費
の
あ
り
方

日
本
医
師
会
で
は
、
医
学

部
卒
後
５
年
ま
で
の
会
費
減

免
を
実
施
し
て
い
る
が
、
多

く
の
若
手
医
師
は
短
期
間
で

勤
務
先
が
変
わ
る
こ
と
が
多

く
、
入
会
し
て
も
移
動
に
係

る
手
続
き
の
煩
雑
さ
か
ら
退

会
す
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
。令

和
３
年
度
か
ら
茨
城
県

医
師
会
で
導
入
さ
れ
た
「
勤

務
医
入
会
サ
ポ
ー
ト
デ
ス

ク
」
は
、
40
歳
以
下
の
勤
務

医
会
員
の
年
会
費
を
２
万
４

０
０
０
円
に
統
一
す
る
こ
と

に
賛
同
し
た
郡
市
区
等
医
師

会
の
入
退
会
・
異
動
手
続
き

や
、
会
費
請
求
及
び
日
本
医

師
会
・
県
医
師
会
に
関
わ
る

手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取

り
組
み
で
あ
る
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
や

メ
ー
ル
で
完
結
す
る
た
め
入

会
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
、

移
動
に
係
る
退
会
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
と
好
意
的
な
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

現
状
の
三
層
構
造
を
変
え

な
い
場
合
で
も
、
例
え
ば
「
医

学
部
卒
後
６
年
目
以
降
も
減

免
率
を
漸
減
さ
せ
な
が
ら
会

費
減
免
を
継
続
し
、
卒
後
11

年
目
に
Ｂ
会
員
の
正
規
の
会

費
と
す
る
」
こ
と
や
、
大
学

医
師
会
所
属
の
医
師
に
つ
い

て
は
、
関
連
病
院
へ
の
派
遣

期
間
も
大
学
医
師
会
所
属
を

継
続
す
る
等
の
方
策
も
、
勤

務
医
の
入
会
促
進
並
び
に
会

員
継
続
に
有
用
と
考
え
る
。

２
．
会
費
減
免
の
効
果
を
最

大
限
に
高
め
る
視
点
か
ら

会
費
減
免
期
間
が
過
ぎ
た

後
に
若
手
医
師
が
退
会
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
問
題

に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
以

下
の
三
つ
の
視
点
を
踏
ま
え

た
制
度
改
革
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

（
１
）
会
員
情
報
の
Ｉ
Ｔ
化

三
層
全
て
の
医
師
会
で
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
入

退
会
や
異
動
に
伴
う
事
務
手

続
き
の
簡
素
化
が
可
能
と
な

る
。
令
和
６
年
10
月
末
に
公

開
予
定
の
日
本
医
師
会
の
新

会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

は
、
将
来
的
に
会
費
請
求
や

会
員
へ
の
情
報
伝
達
に
も
利

用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
２
）
入
退
会
・
異
動
及
び

会
費
納
入
手
続
き
の
障
壁
を

除
去事

務
手
続
き
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上

で
行
う
こ
と
が
望
ま
し
く
、

茨
城
県
医
師
会
が
展
開
す
る

「
勤
務
医
入
会
サ
ポ
ー
ト
デ

ス
ク
」
の
よ
う
に
、
異
動
及

び
移
動
に
係
る
手
続
き
の
煩

雑
さ
や
、
会
費
減
免
期
間
終

了
に
伴
う
退
会
を
減
ら
す
試

み
は
有
用
で
あ
る
。

（
３
）
医
師
会
継
続
の
意
義
・

メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
て
も
ら

う
医
師
賠
償
責
任
保
険
な
ど

の
会
員
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト

を
会
費
減
免
期
間
内
に
実
感

し
て
も
ら
う
他
に
、例
え
ば
、

英
文
投
稿
誌
で
あ
る
「JMA 

Journal

」
の
投
稿
料
を
有

料
化
し
、
会
費
減
免
期
間
及

び
同
期
間
終
了
後
の
一
定
期

間
を
無
料
期
間
と
す
る
こ
と

な
ど
も
有
効
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

ま
た
、
基
本
領
域
の
申
請

に
必
要
な
日
本
専
門
医
機
構

の
共
通
講
習
を
、
勤
務
医
が

参
加
し
や
す
い
よ
う
に
Ｗ
Ｅ

Ｂ
で
行
う
こ
と
や
、
「
日
医

e-

ラ
ー
ニ
ン
グ
」
に
て
無
料

で
共
通
講
習
の
単
位
を
修
得

で
き
る
な
ど
の
会
員
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
も
、
勤
務
医
に
は

好
感
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

地
域
医
師
会
の
議
論
を
医
療
政
策
に
つ
な

げ
る
た
め
に

１
．
医
療
現
場
の
声
を
日

本
医
師
会
に
、そ
し
て
、日

本
医
師
会
の
考
え
方
を
医

療
現
場
に
届
け
る
た
め
に

勤
務
医
の
代
表
者
と
し
て

の
機
能
と
認
知
は
日
本
医
師

会
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な

テ
ー
マ
と
考
え
る
。
ま
た
、

幅
広
く
勤
務
医
の
意
見
を
拾

い
上
げ
、
集
約
し
、
同
時
に

日
本
医
師
会
の
活
動
や
施
策

に
関
す
る
具
体
的
な
情
報
を

現
場
に
提
供
す
る
こ
と
も
極

め
て
重
要
で
あ
る
。

勤
務
医
を
取
り
巻
く
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、
日

本
医
師
会
や
各
都
道
府
県
医

師
会
の
代
表
者
が
一
堂
に
会

し
て
検
討
す
る
場
と
し
て
、

全
国
医
師
会
勤
務
医
部
会
連

絡
協
議
会
や
都
道
府
県
医
師

会
勤
務
医
担
当
理
事
連
絡
協

議
会
等
が
既
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
全

国
規
模
の
協
議
会
で
は
時
間

的
な
制
限
も
あ
り
、
課
題
を

継
続
的
に
議
論
し
、
具
体
的

な
提
言
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

難
し
い
。

こ
の
点
を
解
決
す
る
仕
組

み
と
し
て
、
常
設
の
勤
務
医

部
会
や
委
員
会
の
設
置
等
、

全
国
８
ブ
ロ
ッ
ク
医
師
会
の

勤
務
医
活
動
を
重
視
し
、
設

置
に
向
け
た
具
体
的
な
動
き

を
本
委
員
会
と
し
て
も
後
押

し
し
て
い
き
た
い
。

２
．
日
本
医
師
会
勤
務
医

委
員
会
の
あ
り
方
と
役
割

医
療
政
策
の
ほ
と
ん
ど
が

勤
務
医
に
関
わ
り
、
地
域
医

療
に
お
け
る
勤
務
医
の
役
割

が
増
大
し
て
い
る
状
況
に
お

い
て
は
、
よ
り
多
く
の
勤
務

医
が
医
師
会
活
動
に
参
画

し
、
政
策
・
制
度
に
対
し
て

適
切
な
提
言
を
行
い
な
が

ら
、
開
業
医
と
協
働
で
地
域

医
療
を
守
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

一
方
で
、
日
本
医
師
会
及

び
都
道
府
県
医
師
会
役
員
の

勤
務
医
比
率
は
依
然
と
し
て

低
い
の
も
現
実
で
あ
り
、
本

委
員
会
で
こ
れ
ら
の
課
題
の

分
析
と
解
決
へ
の
道
筋
を
探

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
本
委
員
会
で
は
、

日
本
医
師
会
へ
時
宜
に
か
な

っ
た
提
言
を
行
う
こ
と
の

他
、
全
国
８
ブ
ロ
ッ
ク
医
師

会
よ
り
推
薦
さ
れ
た
委
員
に

は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
医
師
会
に

お
け
る
議
論
を
本
委
員
会
へ

持
ち
寄
る
と
同
時
に
、
本
委

員
会
で
の
議
論
を
各
ブ
ロ
ッ

ク
医
師
会
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
、
よ
り
充
実
し
た
重
層

的
議
論
を
行
っ
て
い
く
要

か
な
め

の

役
割
も
期
待
し
た
い
。

多
く
の
意
見
を
集
約
し
、

提
言
に
つ
な
げ
る
こ
と
の
で

き
る
、
真
に
勤
務
医
の
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
資
す
る
委

員
会
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
ひ

い
て
は
、
日
本
医
師
会
の
組

織
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
考
え
て
い
る
。
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